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貿
易
統
計
の
新
し
い
任
務

ー
ー
グ

V
1
ず
ヱ
戸
の
所
設
の
紹
介

l
ー

有

正

囚

己
の
小
稿
の
目
的
と
す
る
所
は
、
グ
レ

1
ヴ
エ
凡
の
論
文

『
貿
易
統
計
の
新
し
い
任
務
山
を
和
合
す
る
と
と
で
あ
る
。

世
界
恐
慌
を
脚
機
ん
し
て
閥
際
貿
易
闘
係
並
ぴ
に
各
園
D
貿

易
政
策
に
は
極
め
て
犬
た
る
愛
化
が
賓
ら
さ
れ
る
に
至
っ
た

が
、
之
に
剖
臨
し
て
貿
易
統
計
が
十
分
な
る
利
用
性
を
後
揮
し

得
る
た
め
に
は
、
今
日
に
於
け
る
そ
白
任
務
の
明
確
友
る
把
握

を
前
提
し
て
、
守
統
計
作
成
方
法
の
上
に
遺
憾
た
雪
庭
置
が
詩
ぜ

ら
れ
ね
ば
た
ら
ね
。
し
か
し
て
貿
易
統
計
論
が
も
っ
今
日
最
大

の
課
題
白
一
つ
も
亦
と
れ
が
指
針
の
提
供
に
あ
る
と
云
は
ね
ば

な
ら
由
。
グ
レ

l
ヴ
ヱ
ル
の

E

D
論
文
は
所
説
。
内
容
か
ら
見

貿
易
統
計
目
新
し
い
任
務

て
己
の
問
題
に
開
設
す
る
も
白
ム
内
で
最
も
遇
首
友
も
の
と
生

へ
ら
れ
る
。
敢
て
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

グ
レ

1
ヴ
工
作
が
己
の
論
文
に
於
て
と
り
上
げ
て
ゐ
る
恭
一
本

的
た
問
題
は
内
容
的
に
要
約
す
れ
ば
次
の
二
つ
の
問
題
で
あ

る
。
第
一
の
問
題
は
、
今
日
の
悶
際
貿
易
欣
勢
並
ぴ
K
各
図
の

貿
易
政
策
の
動
向
が
貿
易
統
計
D
任
務
を
如
何
に
縫
化
さ
せ
、

新
し
く
如
何
友
る
任
務
を
課
し
て
ゐ
る
か
、
一
言
忙
し
て
云
へ

ぽ
今
日
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
住
務
主
明
確
K
す
る
と
と
で
あ

る
。
乙
の
問
題
は
グ
レ
ー
ザ
エ
ル
の
己
の
論
文
の
中
心
的
問
題

で
あ
る
が
、
同
時
に
吠
の
第
二
の
問
題
の
解
決
の
た
め
の
前
提

と
し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
第
三
白
問
題
は
、
今
日

に
於
け
る
任
務
に
封
臆
し
て
、
貿
易
統
計
は
如
何
在
る
方
向
に

如
何
に
整
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
か
、
肌

-
b統
計
斡
備
の
が
舟
を

指
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
己
の
二
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
と
井
一

に
依
っ
て
、
「
現
想
的
た
貿
易
統
計
-
白
輪
廓
は
自
ら
明
か
と
在

り
、
相
判
泡
貿
易
統
計
の
現
放
批
判
の
基
準
、
今
後
に
於
け
る
整

備
充
賓
の
目
標
を
得
る
己
と
が
同
来
る
で
あ
ら
う
。
誌
に
グ
レ

ー
ヴ
エ
ル
白
目
的
が
あ
る
諜
で
あ
る
。

停
五
十
二
巻

固
有ご

常

現

四
五
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賀
晶
統
計
目
新
し
い
任
務

在
ほ
グ
レ
ー
ヴ
エ
ん
は
、
絞
上
の
て
っ
白
問
題
の
解
明
に
附

随
し
て
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
相
判
逸
貿
易
統
計
の
現
扶
に
就

て
不
唆
深
い
批
判
を
行
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
納
介
は
他

日
E
湖
し
、
本
稿
に
於
亡
は
グ
レ

1
ヴ
エ
ん
が
と
り
上
げ
て
ゐ

る
二
つ
の
中
心
的
注
問
題
に
紹
介
の
範
闘
を
限
定
し
た
い
。

第
一
の
問
也
、
今
日
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
任
務
忙
就
て
。

グ
レ

1
ヴ
ヱ
ル
は
貿
易
統
計
の
任
務
を
問
題
に
す
る
殆

E
総

て
白
草
者
と
同
様
に
、
貿
易
統
計
の
利
用
部
面
を
捉
へ
、
下
し
れ

を
行
政
(
〈

R
E
E
Z
T
粧品川山(ヨュ

bED)、
皐
問
(
言
語
E
F
t
c
u

の
三
部
耐
に
分
吹
い
各
部
聞
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
意
義
の
歴

史
的
考
察

E
泊
し
て
今
H
D
貿
易
統
計
の
任
務
干
草
占
野
自
白
し
て

ゐ
る
。
そ
の
所
訟
を
結
論
的
に
示
せ
ば
、
叩
界
恐
慌
を
神
殿
と

し
て
貿
易
統
計
の
任
務
は
行
政
部
岡
の
み
左
ら
中
粧
品
刊
・
開
甲
問

の
部
商
に
ま
で
損
が
る
と
共
に
、
行
政
部
両
の
貿
易
統
計
に
謝

す
る
直
接
的
依
存
性
が
両
ま
り
、
「
政
策
の
手
段
口
と
し
て
の
貿

易
統
計
白
任
務
の
著
し
い
柑
大
が
見
ら
れ
る
と
。

各
都
町
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
今
日
の
任
務
と
し
て
グ
レ
ー

第
五
十
二
審

四
六

静

腕

四
六

吋
ソ
ヱ
ル
の
事
げ
る
所
を
見
る
に
次
の
如
〈
で
あ
る
。

行
政
部
副
。
沼
南
俊
約
の
締
結
、
保
約
殻
目
前
の
検
討
に
材
料

を
提
供
す
る
と
と
が
、
従
前
よ
り
貿
易
統
計
の
も
つ
重
要
た
任

務
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
於
け
る
保
約
の
更
訂
頻
繁
化
は
か
i
A

る
意
味
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
任
務
宇
一
著
し
〈
大
社
ら
し
め

更
に
数
量
協
定
、
清
算
協
定
等
D
互
悪
主
義
的
通
商
協
定
D
締

結
運
用
が
貿
易
統
計
を
直
接
的
基
礎
と
し
て
友
さ
れ
る
に
至
つ

て
ゐ
る
。
誌
に
云
ふ
互
惑
主
義
的
通
商
協
定
の
締
結
運
用
の
直

接
的
某
礎
と
し
セ
の
貿
易
統
計
D
任
務
に
就
て
グ
レ

1
ヴ
ヱ
ル

白
強
制
し
て
ゐ
る
要
拡
は
、
そ
れ
が
第
一
に
通
商
僚
約
の
一
般

的
最
悪
待
遇
附
輿
の
原
則
よ
り
互
墓
主
義
白
原
則
へ
白
陣
換
に

州
割
腹
す
る
新
し
い
任
務
で
あ
り
、
第
二
に
貿
易
管
制
岨
に
針
す
る

貿
易
統
計
む
任
務
と
共
に
政
策
め
樹
立
並
び
に
運
用
む
直
接
的

義
穫
と
し
て
も
O
任
務
で
あ
る
と
云
ふ
と
と
で
、
次
に
鼎
げ
る

も
の
と
共
に
貿
易
統
計
と
政
策
と
の
結
び
初
音
の
強
化
が
見
ら

れ
る
。
行
政
部
商
に
於
け
る
い
ま
一
つ
の
任
務
と
し
て
皐
げ
ら

れ
て
ゐ
る
も
の
は
輪
出
入
の
統
制
管
現
の
直
接
的
基
礎
と
し
て

貿
易
統
計
の
一
任
務
で
、
恐
慌
前
に
見
ら
れ
左
か
っ
た
全
〈
新
し

v. Scheel， C. v W. v. Loefen， F. W. R. Zimmermann， H. Grimm， H 
Tys北a，J. Brencl' ~を事げることが出高@。
<?ravell， a. a. 0.， S. 170. 3) Gravell， a. a. 0.， S. 172 
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ν、
経任
皆務
部で

酉"あ
u る

経と
笹考
部へ
H耳ら
にれ
於で
けゐ
るる
貿。
戸
シペ

統

の
任
務
昔ミ

念
激

に
増
大
し
た
と
と
は
、
グ
レ
ー
グ
ヱ
ル
白
強
調
す
る
貿
易
統
計

の
任
務
D
恐
慌
を
時
機
と
す
る
鑓
化
の
一
つ
で
あ
る
。
第
一

D

任
務
と
し
て
グ
レ
ー
ザ
ヱ
ル

D
事
げ
る
も
の
は
、
輸
入
制
限
叉

は
輸
入
管
理
の
下
に
於
け
る
輸
入
D
可
能
性
白
判
断
に
材
料
を

提
供
す
る
と
ん
で
あ
る
。
第
二
は
圏
外
市
揚
に
於
け
る
取
引
関

係
、
買
付
及
刊
出
資
込
の
可
能
性
の
観
察
研
究
に
材
料
を
提
供
ず

る
こ
と
で
、
粧
営
並
び
忙
粧
省
政
策
の
合
理
化
、
科
事
性
の
培

進
が
要
望
さ
れ
る
に
と
も
な
ひ
、
園
外
市
揚
白
観
察
研
究
む
重

要
性
主
増
す
に
と
も
去
っ
て
貿
易
統
計
白
か
主
る
任
務
む
重
大

性
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
友
ら
由
。
第
三
に
関
内
向
商
品
の
生
産
並

ぴ
に
販
買
に
従
事
す
る
も
の
L
外
図
向
商
品
へ
の
時
換
の
可
能

性
に
劃
す
る
認
識
り
材
料
と
友
る
と
と
も
、
グ
レ

1
Jソ
品
ル
白

指
摘
す
る
粧
器
部
面
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
任
務
で
あ
る
。

最
後
に
墜
問
上
の
任
務
と
し
て
鼎
げ
ら
れ
て
ゐ
る
執
は
、
之

を
内
容
的
に
要
約
す
る
に
、
粧
品
何
事
的
研
究
に
剥
し
て
研
究
費

料
と
な
る
慰
忙
あ
る
が
、
と
の
任
務
は
近
時
経
済
率
的
研
究
が

貿
易
統
計
目
新
し
い
怪
務

線
開
的
に
賞
詩
的
と
た
り
、
具
四
回
的
問
題
に
開
設
す
る
所
多
く

友
る
に
と
も
な
っ
て
、
組
め
て
大
雪
〈
在
っ
た
と
と
が
持
摘
さ

れ
て
ゐ
る
。

第
二
の
問
題
、
今
日
の
任
務
に
趨
際
せ
る
貿
易
統
計
整
備
の

方
向
に
就
て
a

世
界
恐
慌
を
輔
機
と
し
て
蹟
大
さ
れ
目
新
し
〈
形
成
さ
れ
た

貿
易
統
計
の
認
務
に
闘
す
る
グ
レ

1
ヴ
エ
ル
の
所
設
の
要
駅
は

絞
上
の
如
〈
で
あ
る
が
、

E
の
佐
務
が
十
分
に
具
さ
れ
る
売
め

に
貿
易
統
計
の
具
備
す
べ
昔
要
件
を
明
か
に
し
、
貿
易
統
計
整

備
白
方
向
を
指
示
し
在
け
れ
ば
、
貿
易
統
計
の
特
務
の
規
定
は

意
味
を
も
た
な
い
。
滋
に
第
二
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
所
以
で

あ
る
。こ

り
問
題
忙
闘
す
る
グ
レ

1
ず
エ
ル
の
所
設
を
結
論
的
忙
示

せ
ば
、
貿
易
統
計
の
今
日
の
任
務
は
貿
易
統
計
に
「
凡
ゆ
ろ
岡

際
的
商
品
流
通
の
簿
記
」
と
な
る
と
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
と
。

而
し
て
か
i
h

る
も
の
と
し
て
貿
易
統
計
が
具
備
し
た
け
れ
ば
な

ら
ね
僚
件
と
し
て
グ
レ

1
ず
エ
ル
が
事
げ
る
所
の
も
の
は
、

第
五
十
二
審

四
七

第

量E

四
七

Gravel1， a. a. 0.， S. 170， 17;¥-5 
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貿
易
統
計
の
新
し
い
住
務

第
一
に
語
る
べ
き
も
の
を
語
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
印
ち
利
用
性

F
E
5
5自

E
円
)
で
あ
り
、
第
一
に
語
る
べ
き
も
の
を
正
確
に
諾

っ
て
ゐ
る
と
と
、
印
ち
正
確
性
(
同
互
正
事
2
4

で
る
り
、
第
三

に
結
果
提
供
の
迅
蓮
性

2OEO-mFEm)
で
あ
れ
リ
、
第
四
に
圏
際

的
比
較
趨
性

(
E
E
E
E
S
P
-
0
5
4
5
E岳
E
)
で
あ
り
9
。

是
佐
一
す
の
諸
要
件
の
規
定
の
前
提
を
友
す
も
の
は
、
今
日
の
貿

易
統
計
の
任
務
で
あ
る
が
、

グ
レ

1
ヴ
エ
ル
白
所
設
を
見
る

と
、
貿
易
統
制
叉
は
管
明
、
互
恵
主
義
的
通
商
僚
約
の
直
接
的

基
礎
と
し
て
の
貿
易
統
計
の
住
務
に
特
に
重
献
が
世
か
れ
て
ゐ

る
a

印
ち
、

第
一
日
仏
、
貿
易
統
制
又
は
貿
易
管
理
、
互
恵
主
義
的
逼
商
政

策
が
「
輸
出
入
雨
者
の
相
互
依
存
性
と
商
品
並
び
に
資
本
の
運

動
の
相
互
関
聯
性
の
認
識
、
特
定
白
園
、
特
に
狽
逸
に
謝
し
て

は
輸
出
が
保
障
し
得
る
範
固
と
方
法
に
輸
入
を
止
め
ね
ば
た
ら

ぬ
と
云
ム
必
要
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
故
、
こ
れ
に
針
推
し
て

貿
易
統
計
が
語
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
も
の
は
悶
際
的
資
本
移
動
の

環
と
し
て
み
た
商
品
流
通
で
あ
り
、
労
働
と
利
得
か
失
業
と
損

失
か
、
外
貨
を
取
得
し
得
る
か
手
放
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
明
確

第
五
'
十
二
巻

策
一
腕
一
回
凡

に
し
て
始
め
て
利
用
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
貿
易

統
計
ト
し
の
基
本
的
概
念
た
る
数
量
三
自
唱
)
、
償
額
(
唱

E)
方
向

(同
E
E
U町
)
の
規
定
陀
営
っ
て
、
数
量
と
し
て
は
純
量

(F5問

2
5件
)
、
鎖
倒
酬
と
し
て
聡
問
l
国
境
問
・

C

出
債
格
、
輸
入
H口

問
境
の
戸
同
侭
格
、
方
向
と
し
て
輸
出
U
消
費
地
(
〈
官
官
舗

の
rm]釦
目
。
)
、

四
凡

輸
入

1
原
産
地

(
C
Z
官
回
目
唱

-Eと

或
は
製
造
地

(HHOEO】
HZS唱
Fロ
島
)

と

の

主
張
古道

ら
現

輩
~ 'iJ{ 

れと
たら
方る
法ペ
上き
白でミ

ナ旨 あ
方く る
でと
あ云
る5) J:、
。]iJj

説
』土

第
二
に
正
確
也
並
が
に
迅
速
性
に
就
て
は
、
政
策
D
貿
易
統

計
に
封
ナ
る
直
接
的
依
存
性
の
増
大
と
云
ム
黙
に
そ
れ
ら
が
特

に
要
請
さ
れ
る
所
以
が
あ
る
と
と
を
指
抽
糊
し
た
後
、
グ
レ
ー
ヴ

エ
ル
は
申
告
及
び
そ
れ
の
整
理
編
成
白
正
確
性
、
迅
建
性
が
雨

へ者
ての

ゐ某
私礎

J 的

要
件
c 
あ
る
こ
と
を
設
ν、
て

方
2宏
ヒ
の
指

刀"

E 
興

第
三
に
国
際
的
比
琉
適
性
に
就
て
見
る
忙
、
そ
れ
が
要
請
さ

れ
る
の
は
主
と
し
て
互
悪
主
義
的
通
商
傑
約
の
締
結
並
び
に
、
話

用
に
営
っ
て
、
協
定
営
事
園
の
貿
易
統
計
比
較
の
必
一
安
に
基

く
。
グ
レ

1
ヴ
工
作
は
か
ぐ
白
如
〈
国
際
的
比
較
適
性
が
必
要

日r1ivell，f!札 0.，S. 175-6， 179 
GTavel1， a. a. 0.， S. 175-6 
Gravell， a. a. 0.， S. 164-5 

)

)

)

 

4
6
8
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な
る
所
以
を
説
い
た
後
、
貿
易
統
計
の
方
法
並
び
に
様
式
上
に

と J商方士
を'"'し0，け
'lo 、川王5
張剛差
し際建
て白]が

ゐ協困
る約際
。の的

履比
行較
に遁
伎性
つの
で阻
ヒ害
れ囚
を子
l議 k
去る
すと
ぺと
きを
E 持

国

今
日
に
於
け
る
貿
易
統
計
の
任
務
並
び
忙
之
に
針
癒
す
る
貿

易
統
計
整
備
の
方
向
に
闘
す
る
グ
レ

1
ヴ
エ
ル
の
所
説
は
以
上

の
如
〈
で
あ
る
。

貿
易
統
計
論
の
領
域
に
於
て
、
貿
易
統
計
の
住
務
に
開
設
す

る
所
設
は
決
し
て
少
〈
友
い
が
、
そ
の
大
部
分
が
世
界
恐
慌
前

の
欣
態
を
基
礎
に
し
も
江
も
の
で
あ
る
己
と
を
想
起
す
る
時
、
グ

レ
1
ヴ
エ
ル
が
世
界
恐
慌
後
の
披
大
さ
れ
且
新
し
〈
形
成
さ
れ

た
任
務
令
一
閥
系
的
に
問
題

K
し
て
ゐ
る
結
は
高
〈
評
債
さ
れ
ば

な
ら
ぬ
。
更
に
貿
易
統
制
又
は
管
理
、
互
恵
主
義
的
通
商
政
策

の
直
接
的
基
礎
ム
一
し
で
の
貿
易
統
計
D
任
務
を
特
に
草
蹴
し
、

そ
れ
や
前
提
し
て
貿
易
統
計
整
備
の
方
向
を
指
示
し
て
ゐ
る
臨

の
賓
践
的
意
義
は
、
妓
上
白
諸
政
策
が
今
日
闘
民
経
済
に
於
て

有
つ
意
義
並
び
忙
勝
来
に
鑑
み
、
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が

貿
易
統
計
目
新
し
い
任
務

あ
る
。
最
後
に
託
目
ず
べ
き
鮪
と
し
て
は
、
グ
レ

1
ず
エ
ル
が

貿
易
統
計
整
備
の
方
向
と
し
て
、
貿
易
統
計
が
詰
る
べ
き
閣
際

的
商
品
流
通
が
閣
際
的
資
本
移
動
。
一
環
と
し
て
把
握
さ
る
べ

き
こ
と
を
要
請
し
て
ゐ
る
射
で
あ
る
。
と
の
要
請
は
‘
貿
易
統

計
が
「
貿
易
統
計
」
か
「
貨
物
運
聡
統
計
L

か
に
閲
す
る
年
来
の
問

題
を
、
貿
易
統
計
の
貨
物
運
輪
統
計
に
封
ず
る
完
全
左
右
訣
別

と
優
位
性
の
方
向
に
於
て
、
し
か
も
世
界
恐
慌
後
の
新
し
い
事

態
の
下
に
於
て
、
解
決
を
促
さ
ん
と
す
る
も
の
に
外
在
ち
た
い
。

俸
五
十
二
巷

四
九
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